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一
五
〇
回

経
常
の
散
歩
道

川
中
経
営
所
長
　
川
　
中
　
清
　
司

照
ら
し
て
い
た
。

∧
犀
文
化
会
議

八
尾
町
の
諏
訪
町
道
り
は
日
本
の

道
路
百
選
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
い
る
。

若
宮
八
幡
宮
か
ら
専
能
寺
を
経
て

諏
訪
神
社
ま
で
の
約
三
百
㍍
。
石
畳

の
道
の
両
側
に
並
ぶ
民
家
は
、
格
子

戸
や
柱
な
ど
が
黒
で
統
一
さ
れ
、
瓦

の
屋
根
、
白
い
壁
な
ど
が
調
和
し
て

民
芸
の
里
の
ム
ー
ド
が
漂
い
、
肩
を

寄
せ
合
っ
て
建
つ
古
い
民
家
が
懐
か

し
い
日
本
情
緒
を
醸
し
出
す
。

「
ち
ょ
い
と
、
そ
こ
行
く
旅
の
お

人
」
　
と
、
粋
な
姉
ご
が
二
階
の
手
摺

り
辺
り
か
ら
声
を
か
け
て
き
そ
う
だ
。

そ
う
言
え
ば
こ
の
諏
訪
町
道
り
に
は

長
谷
川
伸
の
小
説
　
〝
一
本
刀
土
俵
入

り
″
　
の
お
蔦
の
モ
デ
ル
の
生
家
や
、

高
橋
治
の
小
説
〝
風
の
盆
恋
唄
″
　
の

ロ
ケ
現
場
と
な
っ
た
家
も
あ
る
。

〝
わ
た
し
ゃ
野
山
の
兎
じ
ゃ
な
い
が

月
夜
月
夜
に
オ
ワ
ラ
逢
い
に
来
る
〃

－
野
口
雨
情
の
歌
を
刻
ん
だ
石
灯
篭

の
灯
り
が
、
ほ
の
か
に
秋
の
夜
道
を

か
つ
て
は
近
郷
の
購
買
力
を
吸
収

し
て
小
売
業
も
栄
え
、
昭
和
三
五
年

頃
の
中
心
地
の
人
口
は
一
万
人
あ
っ

ば
商
業
は
潰
れ
る
と
指
摘
さ
れ
、
共

同
駐
車
場
に
と
り
組
ん
だ
が
購
買
力

の
流
出
は
止
ま
ら
ず
三
五
％
に
も
達

し
て
い
る
。

六
〇
年
に
町
お
こ
し
運
動
が
始
ま

っ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
八
尾
文
化
会

議
だ
。
東
京
大
学
の
月
尾
嘉
男
教
授

ら
を
招
き
五
年
間
続
け
て
町
の
方
向

性
に
つ
い
て
徹
底
論
議
を
繰
り
広
げ

た
。
町
の
方
々
で
分
科
会
を
開
き
多

く
の
住
民
が
参
加
し
た
。

結
論
は
伝
統
を
見
直
す
こ
と
。
街

並
み
を
復
権
し
白
壁
の
家
を
残
し
、

手
仕
事
を
見
直
し
、
若
手
を
育
成
し

の
改
造
か
ら

中
心
地
活
性
化
へ

街
づ
く
り
は
人
づ
く
り
そ
の
1
3

風
の
盆
ハ
尾
町
の
ま
ち
づ
く
り
㈲

た
が
今
は
四
五
〇
〇
人
に
減
っ
た
。

商
店
数
も
二
〇
年
前
の
半
分
と
な
り

一
五
〇
店
に
減
り
、
年
間
小
売
総
額

は
よ
う
や
く
一
八
〇
億
円
を
維
持
し

て
い
る
。

近
く
に
中
核
工
業
団
地
が
あ
り
、

電
子
部
品
な
ど
七
〇
社
が
進
出
し
年

産
一
二
〇
〇
億
円
を
あ
げ
て
お
り
、

先
端
産
業
と
商
業
の
共
生
へ
の
模
索

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

四
七
年
の
広
域
商
業
診
断
で
、
駐

車
場
の
整
備
が
緊
急
課
題
で
急
が
ね

大
工
技
術
を
継
承
す
る
と
い
っ
た
具

体
案
が
出
来
上
が
っ
た
。
こ
れ
ら
を

八
尾
ル
ネ
サ
ン
ス
に
繋
い
だ
。
和
紙
、

家
具
、
陶
芸
、
彫
刻
な
ど
に
携
わ
る

人
達
が
　
「
手
仕
事
の
会
」
　
を
作
り
、

若
手
の
育
成
や
事
業
の
継
承
へ
と
動

き
だ
し
た
。

八
尾
の
街
並
み
全
体
を
舞
台
に
し

て
　
「
坂
の
ま
ち
ア
ー
ト
」
　
事
業
が
始

ま
っ
た
。
　
「
八
尾
市
民
大
学
」
　
も
自

発
的
に
で
き
た
。

諏
訪
町
通
り
を
石
畳
に
し
た
の
を

機
に
、
伝
統
を
守
る
意
気
込
み
が
急

速
に
高
ま
り
、
町
民
が
自
発
的
に
住

宅
を
古
風
な
民
芸
調
に
改
装
し
始
め

た
。
人
口
が
減
り
空
家
が
増
え
た
分

だ
け
家
の
間
口
を
広
げ
る
の
に
活
用

で
き
た
。

平
成
七
年
か
ら
二
年
間
、
住
宅
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
押
し
進
め
、
こ
れ

を
一
〇
年
の
中
心
市
街
地
活
性
化
の

基
本
計
画
の
中
に
活
か
し
、
十
一
年

に
は
　
「
ぶ
ら
り
八
尾
」
　
と
銘
打
っ
た

活
性
化
事
業
へ
と
進
み
、
十
二
月
に

は
町
の
T
M
O
を
立
ち
上
げ
た
。

八
尾
町
の
T
M
O
は
商
工
会
型
で
、

会
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。
会
長
が
基
本
計
画
の
委
員

長
に
な
り
、
行
政
側
も
積
極
的
に
商

工
会
の
事
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
両

者
の
結
束
は
堅
い
。

風
来
坊
な
ど
三
つ
の
拠
点
と

市
民
協
力
の
盛
り
よ
が
り

八
月
に
は
曳
山
展
示
館
か
ら
諏
訪

町
通
り
に
向
か
う
一
角
に
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
降
り
て
い
た
倉
庫
な
ど
を
活

用
し
て
三
つ
の
拠
点
作
り
に
成
功
し

た
。
情
報
発
信
と
休
憩
所
を
兼
ね
た

「
風
来
坊
」
　
と
、
ガ
ラ
ス
と
木
工
の

実
験
シ
ョ
ッ
プ
の
　
「
風
ま
か
せ
」
。

い
ず
れ
も
観
光
協
会
の
経
営
で
こ
れ

ら
の
設
備
費
二
千
万
円
の
七
五
％
は

県
な
ど
の
補
助
で
賄
い
、
「
風
の
館
」

と
い
う
特
産
販
売
所
も
設
備
費
八
百

万
円
の
半
分
は
補
助
が
お
り
た
。

店
の
中
に
美
術
品
を
並
べ
て
お
客

の
目
を
楽
し
ま
せ
る
　
「
店
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
　
や
、
白
布
に
好
み
の
一
文
字

を
筆
で
書
い
て
店
頭
に
掲
げ
る
な
ど

各
店
が
賑
わ
い
の
創
出
を
考
え
た
。

銀
行
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
や
民
家
の
出

格
子
に
も
す
だ
れ
を
下
げ
竹
カ
ゴ
に

花
を
生
け
て
飾
る
な
ど
、
市
民
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
協
力
が
始
ま
っ
た
。

目
標
は
繁
華
街
を
造
る
こ
と
で
は

な
い
。
風
の
盆
、
曳
き
山
祭
り
な
ど

の
伝
統
を
守
り
、
三
十
日
年
続
い
た
八

尾
の
文
化
を
さ
ら
に
高
め
育
て
て
い

く
こ
と
だ
。
こ
れ
が
　
「
商
店
街
の
人

た
ち
の
動
機
づ
け
と
な
っ
て
活
力
に

つ
な
ぐ
」
　
の
だ
と
、
八
尾
商
工
会
の

中
村
美
智
則
事
務
局
長
は
言
う
。

隣
り
町
に
北
陸
で
屈
指
の
巨
大
S

C
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
八
尾
町
の
全

小
売
面
積
を
は
る
か
に
上
回
り
そ
の

影
響
は
大
き
い
。
し
か
し
、
地
域
の

文
化
と
伝
統
に
息
づ
く
市
民
生
活
を

守
る
町
づ
く
り
の
機
運
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。


